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地質情報

5万分の1地質図および地域地質研究報告書

｢鳥海山及び吹浦｣が完成

東北の名山,鳥海山の地質図幅カミ刊行されまし

た.著者は,地質部中野俊･土谷信之の両氏で

す.

鳥海山は秋田･山形県境の日本海岸にあり,標高

2,236mを有し,福島県の燧ヶ岳に次ぐ東北第2の

高峰です.この地質図は,国土地理院発行の5万

分の1地形図｢鳥海山｣と｢吹浦｣の2枚合わせ

た範囲を1枚にまとめて印刷されています.従来

の図幅より大型版となっており,2枚の図面をまと

めたことにより鳥海山全域をカバｰし,見やすい地

質図となっています.

鳥海山および吹浦地域は,東北目本背弧地域に属

し,いわゆるグリｰソタフ火山活動の地域にも当た

っており,また油田堆積盆の中に位置しておりま

す.この地域は,断続的に続いた火山噴出物と砂岩

･泥岩からたる層が厚く堆積しています.これら

の地層は鳥海山図幅地域の東半部(出羽丘陵)に広く

分布し,青沢層･女川層･草薙層･百宅火山岩など

に区分されています.

鳥海山は活火山で,その火山活動は約50万年前

までさかのぼることが出来ます.火山活動は全体で

3つのステｰジに分けられていますが,いずれも安

山岩溶岩の流出を主体とした活動です.ステｰジI

は,古期成層火山の活動期で,中心噴火による円錐

形の火山体が形成されましたが,今ではその大部分

は新しい噴出物に覆われてしまっています.ステｰ

ジ]Iは,鳥ノ海や鍋森を取り囲む西鳥海馬蹄形カル

デラ付近を中心とした.｢西鳥海｣の活動期です.

ステｰジ皿は,新山や荒神ヶ岳を囲む東鳥海馬蹄形
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図鳥海火山にみられるカルデラおよび崩落地形と山麓

の岩屑堆積物の分布

カルデラを中心としたr東鳥海｣の活動期で,現在

の山頂付近を中心とした溶岩の流出が繰り返されま

した.その後,東鳥海馬蹄形カルデラが形成され,

それ以降の活動はすべてこのカルデラ内で起こって

います.

鳥海山は有史時代に多くの噴火を記録していま

す.最近では1974年に噴火しており,鳥海山の最

高峰である新山は1802年に形成された溶岩ドｰム

です.山頂部の北に開いた東鳥海馬蹄形カルデラは

2800年前の山体破壊の跡で,松尾芭蕉の句で有名

な象潟の九十九島はこのときの崩れた山体の一部で

す.カルデラ内を埋める溶岩流や山腹を流れ下る溶

岩流,火山体を切る活断層なども地質図には表され

ています､また,地域地質研究報告(説明書)には,

鳥海山の有史時代の噴火記録などについても詳しく

記載されており,鳥海山の成立ちを理解するための

よい参考資料とたっています.地質図を持った登山

も楽しいものです.

この鳥海山の地質図は,説明書ともに一部3500

円で㈲東京地学協会(03-3261-0809),㈱地学情報

サｰビス(0298-56-0561)で販売されています.全

国主要書店で注文することもできます.地質図類に

関する間い合わせは地質調査所地質情報センタｰ

(0298-5←3606)へ.(T)
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IG亙OHS(日本地質文献デｰタベｰス)

1鯛1年版フロッピｰディスク公開のお知

らせ

地質調査所が1986年より構築しております上記

デｰタベｰスを,フロッピｰディスクにより無償配

布いたします.バックナンバｰについても同様の要

領でお申込下さい.

記

期間:1993年5月末目まで

デｰタ内容:日本地質文献目録(1986-91年)

約44,000論文

申込方法:地質ニュｰス1993年2月号31頁

もしくは3月号65頁参照

皿地質文献目録1翌83,蝿84年版フロッピｰ

ディスク公開のお知らせ

1983.1984年版が完成いたしましたので,上記同

様の方法でお申込下さい.ただし,フロッピｰディ

スクは1年分につき1枚となります.

申込先:〒305つくば市東1-1-3

地質調査所地質情報センタｰ

資料情報課

問い合わせ先:資料情報課(担当中沢)
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参考:地質ニュｰス420号(1989年8月号)

第互回(1993年度)地質調査所研究講演会

惑星地質とリモｰトセンシング

観日時/1993年6月16目(水)11:00-17:OO

鐘場所/三会堂ピル9F石垣記念ホｰル

東京都港区赤坂1-19-13

麗主催/工業技術院地質調査所

㈱日本産業技術振興協会

協賛:鋤資源観測解析センタｰ,㈱資源探査用観測シ

ステム研究開発機構,㈱宇宙環境利用推進セン

タｰ

⑬開催に当って:国産ロケットを用いた人工衛星打ち上

げやスペｰスシャトルの日本人クルｰ,そして月や火星

への惑星探査計画など,わが国の宇宙開発もいよいよ本

格的た段階にはいった.地質調査所でも,地球について

得たこれまでの研究実績を活かして,近い将来にわが国

の宇宙探査船がもたらす惑星･衛星の地質学的デｰタを

取り扱っていきたい.ここでは,惑星･衛星の地質学研

究の手法とこれまで得られた結果,そして現在の日本の

宇宙計画と今後の展望などについて考える.

竃参加費:無料魯資料代2,600円

奮申込先:㈱日本産業技術振興趣会

〒105東京都港区虎の門1-19-5虎の門1丁目森ビル
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蜜申込方法/参加申込書に参加者の氏名･所属等をご記

入の上,申込先へお送り下さい.FAXでの申込みもお

受け致します.たお,聴講券は発行しませんので,申込

済みの方は当目会場へ直接おいで下さい.

轡間合せ先:工業技術院地質調査所総務部業務課広報係

〒305茨城県つくば市東1-1-3TEL.0298(54)3520

プログラム

10:30-11:OO開場

11:00-11:10あいさつ

㈲日本産業技術振興協会専務理事

地質調査所所長

11:10-12:OO[特別講演]日本の惑星探査計画の現状

と将来

文部省宇宙化学研究所惑星研究系教授水谷仁

12:00-13:00昼食･休憩

13:00-13:50[特別講演]宇宙資源一地球外惑星にお

ける水の存在とその意義

名古屋大学理学都教授田中剛

13:50-14:40地球と惑星のリモｰトセンシング

国際協力室国際地質課主任研究官山口靖

14:40-14:50休憩

14:50-15:35同位体から見た太陽系年代史

地殻化学都同位体地学課研究員平田岳史

15:35-16:20リモｰトセンシングによる惑星地質学

地質情報センタｰ清報解析課主任研究官中野司

16:20-16:50討論

16:50-17:00閉会のあいさつ地質調査所次長
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